
○継続して放射性物質が検
出された下水汚泥焼却灰等
の対応方針について検討

工水上水

取組概要 進行管理の指標

7 浄水発生土の有効利用

平成２４年度の取組結果
　浄水発生土を100％有効利用
○長沢浄水場　6,557ｔ発生
セメント原料1,002ｔ、改良土5,555ｔ
○生田浄水場　493ｔ発生
改良土493ｔ

　浄水処理過程で発生する発生土につい
ては、長沢浄水場では平成10年度からセ
メント原料として有効利用し、平成20年
度からは道路工事の埋め戻し土（改良
土）としても利用し、長沢・生田浄水場
の発生土を有効に利用しています。
○浄水発生土の排出量抑制とともに発生
土の有効利用100％を維持
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下水汚泥処理工程から発生する資源・エネルギーの利活用のイメージ

今後の取組

8 下水下水汚泥の有効利用

粒状改良土プラント

○引続き浄水発生土の有効利用100％を
維持

○循環型社会の構築を目指し、汚
泥燃料化など様々な技術について
実用化の可能性を検討
　平成22年度は3,457ｔの焼却
灰をリサイクルしました。

○汚泥焼却灰のセメント原料化を進めてきまし
たが、平成23年3月11日の東日本大震災に伴
う東京電力福島第一原子力発電所の事故の影響
で、下水汚泥焼却灰等から放射性物質が検出さ
れたことから、その対応方針について全庁的な
検討を実施

○平成23年度浄水発生土と有効利
用の数量
長沢浄水場　7,364ｔ発生
　セメント原料1,005ｔ、改良土
6,359ｔ
生田浄水場　1,111ｔ発生
　改良土1,111ｔ
100％有効利用

廃棄物の抑制・リサイクル

環境方針② 資源・エネルギーの循環促進

進行管理の指標 平成２４年度の取組結果

施策の方向性

取組概要
　平成7年度に稼動した入江崎総合スラッ
ジセンターでは、平成11年度から汚泥焼
却灰のセメント原料化を進めています。

今後の取組



　水道工事（工業用水道工事を含む。）
及び下水道工事に伴い発生する建設副産
物（土砂、アスフ ァ ル ト コ ン ク リ ー ト
等）は、可能な限り埋戻し材や舗装材料
などの土木資材に再資源化し、リサイク
ル率の向上を図っています。

　平成2４年度の目標とするリサ
イクル率
○水道工事　　82％
○下水道工事　93％
（川崎市建設リサイクルガイドラ
インにより算出）

　リサイクル率
○水道工事　79.2％
○下水道工事　93.2％
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　継続して浅層埋設に向けた取組を実施

　浅層埋設のイメージ

今後の取組

10 水道管の浅層埋設化 上水 工水

上水 工水建設副産物のリサイクル

取組概要

今後の取組

9 下水

進行管理の指標 平成２４年度の取組結果

進行管理の指標 平成２４年度の取組結果

○建設副産物の再資源化や再生材の積極
的な利用を継続実施

　水道管の埋設深度を浅くすることによ
り、工事の際の掘削量を削減し、建設副
産物の発生を抑制することで、工事コス
トの削減に加え、運搬車両や掘削機器か
ら発生するＣＯ２ などを低減することが

可能となります。
○平成11年度から口径300mm 以 下 の
水道管の浅層埋設を開始し、現在の埋設
深度は0.8ｍ

○現行0.8ｍの水道管の埋 設 深 度
を継続することにより、工事費の
縮減及び廃棄物の抑制を実施
○平成23年度CO2排出抑制量

163ｔ

　水道管の埋設深度を浅くすることによ
り、工事費の縮減及び廃棄物の抑制を推
進
○平成24年度CO2排出抑制量　166ｔ

取組概要

0.4ｍ

掘削土砂

削減量

従来 浅層埋設

1.2ｍ
0.8ｍ

水道管

水道管

建設副産物のリサイクルイメージ



○高度処理水の有効利用を継続実施
○施設の再構築、高度処理化にあわせた
再生水のさらなる利用について検討実施

入江崎余熱利用プール

　入江崎総合スラッジセンターの汚泥焼
却工程から発生する余熱を、隣接する入
江崎余熱利用プールや管理棟の空調・給
湯設備などの熱源として利用していま
す。

　平成23年度供給熱量について
○電力量換算　約737万kWh/年
（CO2削減効果約2,800ｔ/年）

　平成2４年度供給熱量
○電力量換算　約737万kWh/年
（CO2削減効果約3,400ｔ/年）

　入江崎水処理センターで高度処理した

水を、川崎ゼロ・エミッション※工業団地
に提供し、再生紙を製造する過程で有効
利用されています。
　また、等々力水処理センターの高度処
理水を江川せせらぎ水路へ送水し、水辺
環境の回復を図っています。

○川崎ゼロ・エミッション工業団
地へ供給
○江川せせらぎ水路への送水

○川崎ゼロ・エミッション工業団地への
供給水量　414万4,002 /年
○江川せせらぎ水路への送水量
250万1,515 /年

施策の方向性 資源・エネルギーの有効利用

今後の取組

取組概要

取組概要
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○汚泥焼却工程から発生する余熱の有効
利用を継続実施

11 汚泥焼却熱を利用した温水プール 下水

15

今後の取組

高度処理水の有効利用 下水

進行管理の指標 平成２４年度の取組結果

進行管理の指標 平成２４年度の取組結果

江川せせらぎ水路



　神奈川県及び他の水道事業体と共同で
相模湖及び津久井湖の水源及び水質の保
全に係る取組（相模湖湖底に堆積した土
砂の浚せつ、相模湖及び津久井湖へのエ

アレーション装置※の設置等）を進めてい
ます。

○相模湖の浚せつ量（計画）
15万 ／年

○相模湖の浚せつ量　13万2,200 ／年

○神奈川県や他の水道事業体と連携して
水源の水質保全に係る取組を実施

○水質検査計画※に基づき、水源から給水
栓までの水質検査を実施し、安全な飲料
水の確保に努める。

○水安全計画※に基づき、水源から給水栓
までのリスクマネジメントを行い、より
一層の水道水の安全性を確保

○相模川酒匂川水質協議会におい
て水源水質保全に関する事業計画
を策定・実施
○水質検査計画を策定し、計画に
基づき水質検査を実施
○水安全計画に基づく水質管理を
実施、水質管理の継続的改善を実
施

○相模川酒匂川水質協議会において水源
水質保全に関する国への要望活動や農薬
共同調査等を実施
○平成2４年度水質検査計画を策定、水質
検査を実施（水道水の検査結果はすべて
水質基準等に適合）
○浄水・配水各部門ごとの水安全計画に
従い水質管理を実施、長沢場水場再構築
施設稼動に伴い、長沢場水場水安全計画
の全面的な見直しを実施

○継続して水源の水質保全対策、安全な
飲料水の確保に向けた取組を推進

水源地保全事業

進行管理の指標

上水
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○継続して神奈川県、他水道事業体と共
同で相模湖及び津久井湖の水源水質の保
全に係る取組を実施

平成２４年度の取組結果
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取組概要

16

今後の取組

平成２４年度の取組結果取組概要

健全な水循環・水環境の創出

進行管理の指標

環境方針③

施策の方向性 水資源の確保・有効利用

工水上水

安全な飲料水の確保

今後の取組

相模湖での浚せつの様子

水源調査の様子


